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社会福祉法人
出雲市社会福祉協議会

TOPIC! p2 特 集  一人ひとりの暮らし  生きがい
　 　  地 域をともに創っていく社 会へ

p4 令和６年度出雲市社会福祉協議会会長表彰及び感謝
令和６年度しまね県民福祉大会における表彰及び感謝

p6 お知らせ・募集
・歳末だんだんフードドライブ　・職員採用試験
・令和６年度ボランティア講座「だれもが楽しめる障がい者スポーツ」
・令和６年度就労準備支援事業研修会「ひきこもりの理解を深め かかわり方を学ぶ」

災害義援金・海外救援金

p7 ご寄附ありがとうございます

p8 お米のフードドライブお礼とご報告
いずりんレポート
・災害ボランティアセンター設置訓練
・輪島市災害ボランティアセンターへ職員派遣

出雲を良くする募金  赤い羽根共同募金

い ず も

出雲スポーツ 振 興 2 1 出 雲 市 社 協
出雲スポーツ

振興 2 1
コネクト

ほーむ 輪や和や
食堂
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これまでの困りごと解決

専門職や地域の様々なグループ、そして市民一人ひとりがチームとなり出雲市全体で

「困りごと」を解決し、誰もが自分らしく暮らせるまちづくりを進めてまいります。

総務課企画係　☎２３−３７８１問合せ先

少子高齢化、人口減少、地域のつながりの希薄化。

めまぐるしく変化する社会のなかで、私たちの抱える生活課題（困りごと）

は多様化・複雑化しています。

誰もが住み慣れた地域で自分らしく暮らすために、

制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、

人と人、人と社会が世代や分野を超えてつながり、

一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていくことが必要です。

私たちは、そんな地域共生社会を目指して歩みを進めています。

・30年間ひきこもりの生活。
・同居の父が亡くなり、頼れる人もなく、今後どうやって
  暮らしていけばいいか分からない。
・仕事を見つけて働きたい。

A さん の 困りごと

Ａさんは就労体験や人

との関りの積み重ねが

自信や心のよりどころ

となり、目標だった就職

につながりました！

これからの困りごと解決

困りごとの解決はこう変わります！

出雲市社会福祉協議会では、出雲市とともに、国の推進する地域共生社会

の実現を目指すための体制整備事業（重層的支援体制整備事業）として、

相談支援コーディネーターを配置し、「出雲市福祉総合相談支援事業」を

進めています。

これは、「属性を問わない相談支援」「参加支援」「地域づくりに向けた支援」

を一体的に実施する取組です。

相談支援　課題を抱えた人や世帯を専門的な相談窓口などにつなぐ

参加支援　課題を抱えた人や世帯を地域とつなぐ

地域づくりに向けた支援　様々なコミュニティーや分野での活動をつなぎ、
　　　　　　　　　　　  人と人とをつなぎ合わせていく

色んな人と関りを

持てたことは良い

経験になりました。

これから正社員を

めざしてがんばって

いきます！

食堂で出会ってから約１年半、

お弁当を買いに来られると安心

していました。

これからは無理をせず、いろい

ろな経験をしてください。

またお弁当を買いに

来てくださいね！

Ａさんが出雲ドームで就労体験をされたのは
昨年の夏。暑い時期に屋外作業が多かったにも
かかわらず、まじめにコツコツと作業に向かわれ
ていました。
今回就職につながったことは本人の実直な人柄
と、周囲の丁寧なサポートが実を結んだ
のだと思います。
今後も無理をされず、活躍されること
を願っております。

重層的支援体制整備事業について

相談支援
コーディネーター

企業

ハロー
ワーク

地域若者
サポート

ステーション

NPO法人
出雲スポーツ
振興21

司法書士
事務所

出雲市
社協

行政

多世代の
集いの場

居場所
ひろば

今市
地区社協

多世代の
集いの場

コネクト
ほーむ

子ども食堂

輪や和や
食堂

Ａさんの声 輪や和や食堂　古家 佳子さん NPO法人出雲スポーツ振興21　内田 剛 さん

一
人
ひ
と
り
の
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し

　生
き
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い

　地
域
を
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も
に
創
っ
て
い
く
社
会
へ

特  集

制度やサービスがないと
どこにもつながらない
ケースも…

就職決定！

・本人と面談
・困りごとの整理
・専門職や地域とのつなぎ

相談支援コーディネーターは

Aさんの気持ちに寄り添いながら

専門機関や地域の人・活動に

つなぎました。

・生活保護の申請・受給

・気軽に寄ってね

・故人の債務調査
・相続等の助言

・就労準備支援事業
  協力事業所
・出雲ドームの清掃

・社会への一歩を踏み出す
  サポート
・助成金を活用し、就労準備
  スタート

・本人の意志で自ら求職活動をスタート
・気軽に寄ってね
・ボランティア活動
　（草取り）

・一緒にごはんを
  食べましょう！

・一緒に楽しもう！

いずも権利擁護センター
・債務整理や生活保護申請のサポート等

生活支援課
・本人の働きたい気持ちを応援
・就労に向けた支援（就労準備支援事業）
・出雲市社会福祉センターで就労体験

地域福祉課
・たすけあいボランティア
  おためし活動（草取り）

職員との関わり

利用者さんとの関わり

働くことへの自信に

地区社協や地域住民
との関わり

民生委員や地域
住民との関わり

相談支援機関が連携し、本人に必要
な制度・サービスにつなぎます。

出雲市
社協

行政専門職

ポイント
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９
月
12
日
に
開
催
し
た
出
雲
市
総
合
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、

永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
に
功
績
の
あ
る
方
々
の
表
彰
及
び
感
謝

を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

令
和
６
年
度

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
及
び
感
謝

社
会
福
祉
施
設
、
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
そ
の
他
福
祉
団
体
の
役
員
で
10
年
以

上
、
職
員
で
20
年
以
上
勤
務
し
、
特
に
功
績
顕
著
な
方

社
会
福
祉
活
動
に
協
力
援
助
し
、
特
に
功
績
顕
著
な
方
及
び
団
体

社
会
福
祉
活
動
が
特
に
優
秀
な
団
体

社
会
福
祉
施
設
、
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
福
祉
団
体
等
役
職
員
功
労
者

社
会
福
祉
事
業
協
力
援
助
者
・
団
体

社
会
福
祉
施
設
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
福
祉
団
体

氏
　
　
名

功
績
概
要

持
田
　
理
恵

社
会
福
祉
法
人
古
平
田
和
光
会
職
員

神
門
　
真
奈
美

社
会
福
祉
法
人
島
根
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
職
員

須
田
　
美
樹

社
会
福
祉
法
人
島
根
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
職
員

福
島
　
茂

社
会
福
祉
法
人
島
根
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
職
員

清
水
　
純
子

社
会
福
祉
法
人
島
根
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
職
員

三
島
　
弘
子

社
会
福
祉
法
人
島
根
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
職
員

石
原
　
絵
里
子

社
会
福
祉
法
人
親
和
会
職
員

今
岡
　
悦
子

社
会
福
祉
法
人
親
和
会
職
員

池
田
　
志
津
子

社
会
福
祉
法
人
静
和
会
職
員

持
田
　
享
子

社
会
福
祉
法
人
静
和
会
職
員

阿
部
　
孝
子

社
会
福
祉
法
人
静
和
会
職
員

原
　
　
美
鈴

社
会
福
祉
法
人
静
和
会
職
員

原
　
　
啓
太

社
会
福
祉
法
人
静
和
会
職
員

三
原
　
美
和
子

社
会
福
祉
法
人
多
伎
の
郷
職
員

錦
織
　
晃
子

社
会
福
祉
法
人
多
伎
の
郷
職
員

錦
織
　
嘉
範

社
会
福
祉
法
人
多
伎
の
郷
職
員

濵
　
　
知
映

社
会
福
祉
法
人
多
伎
の
郷
職
員

大
國
　
和
子

社
会
福
祉
法
人
多
伎
の
郷
職
員

園
山
　
真
佐
美

社
会
福
祉
法
人
多
伎
の
郷
職
員

富
田
　
麻
乃

社
会
福
祉
法
人
真
心
会
職
員

氏
名
・
団
体
名

地
区

功
績
概
要

荒
木
　
か
ず
子

今
市

今
市
地
区
福
祉
委
員

飯
島
　
千
絵

今
市

今
市
地
区
福
祉
委
員

飯
島
　
洋
子

今
市

今
市
地
区
福
祉
委
員

桑
原
　
博
恵

今
市

今
市
地
区
福
祉
委
員

園
山
　
敬
子

今
市

今
市
地
区
福
祉
委
員

那
須
　
幸
子

今
市

今
市
地
区
福
祉
委
員

日
野
　
陽
子

今
市

今
市
地
区
福
祉
委
員

山
田
　
晶
子

今
市

今
市
地
区
福
祉
委
員

山
﨑
　
美
恵
子

今
市

今
市
地
区
福
祉
委
員

山
田
　
律
子

大
津

大
津
地
区
福
祉
委
員

中
里
　
恵
美
子

大
津

大
津
地
区
福
祉
委
員

廣
戸
　
礼
子

大
津

大
津
地
区
福
祉
委
員

野
津
　
富
士
子

大
津

大
津
地
区
福
祉
委
員

来
間
　
み
ね
子

大
津

大
津
地
区
福
祉
委
員

団
体
名

功
績
概
要

今
市
わ
く
わ
く
広
場

今
市
地
区
親
子
の
居
場
所
づ
く
り
団
体

北
陽
ド
リ
ー
ム
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

川
跡
地
区
ダ
ン
ス
を
通
じ
た
地
域
支
援
団
体

大
池
ふ
れ
あ
い
の
里

大
池
地
区
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

飯
國
　
み
ゆ
き

社
会
福
祉
法
人
真
心
会
職
員

来
海
　
喜
美
江

社
会
福
祉
法
人
真
心
会
職
員

坂
本
　
久
美

社
会
福
祉
法
人
真
心
会
職
員

金
築
　
真
里
子

社
会
福
祉
法
人
真
心
会
職
員

渡
部
　
一
江

社
会
福
祉
法
人
真
心
会
職
員

村
松
　
真
由
美

社
会
福
祉
法
人
真
心
会
職
員

金
築
　
麻
衣
子

社
会
福
祉
法
人
真
心
会
職
員

福
本
　
道
治

社
会
福
祉
法
人
真
心
会
職
員

渡
部
　
礼
子

社
会
福
祉
法
人
や
す
ら
ぎ
福
祉
会
職
員

山
本
　
君
江

社
会
福
祉
法
人
や
ま
ゆ
り

伊
藤
　
妙
子

社
会
福
祉
法
人
や
ま
ゆ
り

園
山
　
明
美

社
会
福
祉
法
人
や
ま
ゆ
り

山
本
　
倫
子

社
会
福
祉
法
人
出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

落
合
　
由
美
子

社
会
福
祉
法
人
出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

荏
田
　
美
穂
子

社
会
福
祉
法
人
出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

藤
井
　
経
男

出
雲
市
遺
族
会
理
事

高
塚
　
勝
昭

塩
冶
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

土
屋
　
淳

塩
冶
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

古
瀨
　
勝
彦

塩
冶
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

中
尾
　
一
彦

塩
冶
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

持
田
　
重
幸

多
伎
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
監
事

渡部　礼子 様

今市わくわく広場
代表　遠藤　絵里 様
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労

氏
　
　
名

役
　
職
　
等

山
口
　
史
子

塩
冶
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

佐
藤
　
一
郎

塩
冶
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長

須
谷
　
和
子

高
松
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長

飯
塚
　
由
美

出
雲
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

氏
　
　
名

功
績
概
要

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

島
根
県
支
部

認
知
症
当
事
者
・
家
族
の
支
援
活
動
、

啓
発
活
動

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労

氏
　
　
名

役
　
職
　
等

百
合
田
　
健
一
郎

四
絡
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

馬
庭
　
光
子

灘
分
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

濵
田
　
良
江

国
富
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

清
水
　
康
子

檜
山
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長

社
会
福
祉
施
設
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
団
体
等
役
職
員
功
労
者

氏
　
　
名

役
　
職
　
等

渡
部
　
英
二

社
会
福
祉
法
人
出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

社
会
福
祉
施
設
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
団
体

氏
　
　
名

出
雲
市
聴
覚
障
害
者
協
会

社
会
福
祉
施
設
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
・
団
体
等
の
役
職
員

氏
　
　
名

役
　
職
　
等

伊
藤
　
絢
子

大
津
地
区
民
生
委
員

周
藤
　
美
代
子

塩
冶
地
区
民
生
委
員

小
倉
　
優
子

高
松
地
区
主
任
児
童
委
員

岸
　
　
広
子

高
松
地
区
民
生
委
員

三
原
　
洋
子

湖
陵
地
区
主
任
児
童
委
員

共
同
募
金
運
動
従
事
功
労
者

氏
　
　
名

上
田
　
保
子

綿
貫
　
智
子

９
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
し
ま
ね
県
民
福
祉
大
会
に
お
い
て
、

永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
に
功
績
の
あ
る
方
々
が
表
彰
及
び
感
謝

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
島
根
県
知
事
感
謝
、
島
根
県
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
表
彰
、
島
根
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
の
出
雲
市
の
受

賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
・
順
不
同
）

社
会
福
祉
活
動
に
多
大
な
功
績
が
あ
る
方

島
根
県
知
事
感
謝

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

島
根
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

感 

謝

松
尾
　
あ
け
み

大
津

大
津
地
区
福
祉
委
員

田
中
　
恵
美

古
志

古
志
地
区
協
力
援
助
者

原
　
　
絵
美

高
松

高
松
地
区
福
祉
委
員

板
倉
　
照
美

四
絡

四
絡
地
区
福
祉
委
員

山
﨑
　
道
子

高
浜

高
浜
地
区
福
祉
推
進
委
員

福
間
　
良
子

出
東

出
東
地
区
福
祉
員

増
原
　
博
子

出
東

出
東
地
区
福
祉
員

竹
下
　
千
寿
子

出
東

出
東
地
区
協
力
援
助
者

多
久
和
　
元

出
東

出
東
地
区
協
力
援
助
者

吉
田
　
誠
子

湖
陵

特
定
非
営
利
活
動
法
人
河
南
は
つ
ら
つ

セ
ン
タ
ー
協
力
会
員

中
尾
　
千
代
子

湖
陵

特
定
非
営
利
活
動
法
人
河
南
は
つ
ら
つ

セ
ン
タ
ー
協
力
会
員

柳
樂
　
利
子

多
伎

出
雲
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
多
伎
支
部
理
事

山
本
　
悦
子

多
伎

出
雲
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
多
伎
支
部
理
事

渡
部
　
博
子

灘
分

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
び
き
出
雲
会
員

大
瀧
　
由
美

大
津

手
話
サ
ー
ク
ル
つ
つ
じ
会
会
員

高
橋
　
悦
子

荘
原

手
話
サ
ー
ク
ル
つ
つ
じ
会
会
員

五
島
　
晴
美

出
西

手
話
サ
ー
ク
ル
つ
つ
じ
会
会
員

江
角
　
安
江

直
江

直
江
絵
手
紙
の
会
会
員

上
野
　
祐
子

直
江

直
江
絵
手
紙
の
会
会
員

津
戸
　
園
枝

出
西

斐
川
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
会
員

山
根
　
優
子

塩
冶

た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
会
員

尾
添
　
隆

長
浜

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
生
活
支
援
員
・

市
民
後
見
人

梶
谷
　
泰
子

東

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
生
活
支
援
員

小
村
　
富
栄

日
御
碕

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

ビ
リ
ッ
キ
ー
ノ

出
雲

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

お
り
っ
こ
ク
ラ
ブ

多
伎

折
り
紙
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体

団
体
名

功
績
概
要

出
雲
市
立
国
富
小
学
校

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
の
協
力
、福
祉
教
育
の
推
進

出
雲
市
立
西
田
小
学
校

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
の
協
力
、福
祉
教
育
の
推
進

出
雲
市
立
鰐
淵
小
学
校

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
の
協
力
、福
祉
教
育
の
推
進

出
雲
市
立
北
浜
小
学
校

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
の
協
力
、福
祉
教
育
の
推
進

出
雲
市
立
窪
田
小
学
校

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
の
協
力
、福
祉
教
育
の
推
進

小村　富栄 様

北浜小学校　佐野校長

窪田小学校　松井校長

鰐淵小学校　松浦校長

令
和
６
年
度
し
ま
ね
県
民
福
祉
大
会
に

お
け
る
表
彰
及
び
感
謝



災害義援金・海外救援金のお知らせ

お知らせ・募集

令和６年度 ボランティア講座

「だれもが楽しめる障がい者スポーツ」

障がい者スポーツについての講演と体験を行います。

令和６年度 就労準備支援事業研修会

「ひきこもりの理解を深め かかわり方を学ぶ」

■ 日　時：１２月５日（木）１３：００～１５：００
■ 講　師：出雲市スポーツ推進協議会 副会長　板垣 謙二 氏
■ 会　場：島根県立浜山体育館カミアリーナ
■ 参加費：無料
■ 対象者：障がい者スポーツに興味、関心のある方
■ 定　員：３０名（先着順）
■ 持ち物：室内シューズ、タオル等
　 ※当日は動きやすい服装でご参加ください。

■ 申込方法：１１月２８日（木）までに ①氏名 ②電話番号 
③所属団体（ボランティアグループ名）等を

　 電話かＦＡＸ又はメールでご連絡いただくか、
　 右記二次元コードからお申込ください。

申込・問合せ先

地域福祉課　☎２３－３７８１　FAX２０－７７３３
　　　　　　メール　fukushi@izumoshakyo.jp
※メールでの問合せ・申込みの際は、件名を「ボランティア
講座」としてください。

ひきこもり支援の輪が広がることを目的に開催します。

■ 日　時：１１月２６日（火）13：30～15：30
■ 会　場：大社文化プレイスうらら館　ごえんホール
■ 講　演：「ひきこもりの理解と望ましい接し方（仮）」
■ 講　師：島根県立心と体の相談センター 所長　岡﨑 四方 氏
　 　 　  　島根県出雲保健所 所長　村下 伯 氏
■ 活動紹介：ひきこもりなどの支援団体の取組み紹介（３団体）
■ 参加費：無料
■ 定　員：100名（先着順）
■ 申込方法：１１月１２日（火）までに ①氏名 ②電話番号
③所属団体 を電話かＦＡＸ又はメールでご連絡
　いただくか、右記二次元コードからお申込くだ
　さい。

申込・問合せ先

生活支援課　☎２３ー３７９０　FAX２０－７７３３
　　　　　　メール　fukushi@izumoshakyo.jp
※メールでの問合せ・申込みの際は、件名を「ひきこもり
研修会」としてください。

令和７年４月１日採用予定の採用試験を行います。
■ 職　種：事務職員（正規職員）
■ 人　数：２名程度
■ 募集資格：平成元年４月２日以降に生まれた方
　　　　　　 福祉資格の有無は問いません
■ 募集期間：令和６年１０月 １日（火）～　
　　　　　　　　　　 １１月１５日（金）　※必着
■ 試　験

　 一次試験：令和６年１２月１日（日）10：00～
　 二次試験：令和６年１２月２２日（日）10：00～
　 会場：出雲市社会福祉センター
　 詳しくは、本会ホームページの募集要項をご覧ください。
 
問合せ先　 総務課　☎２３－３７８１（担当：石飛　赤木）

物価高騰などの影響で生活にお困りの方へ、市民の皆さま
から寄せられた食品などをお渡しします。
■ 日　時：12月1２日（木）・１３日（金）・１４日（土）
　　　　　 ９：００～１７：００　※会場によって異なります。
■ 会　場：出雲市社会福祉協議会本所・各支所
〇事前申込が必要です。
〇原則、会場での受け渡しのみです。
　詳しくは本会ホームページをご覧ください。

歳末だんだんフードドライブ 職員採用試験

募集期間　１１月１日（金）～１２月１３日（金） ※土・日・祝除く
受付時間　９：００～１６：００
受 付 場　本所・各支所
受付内容　・お米（玄米・精米どちらでもかまいません）
　　　　　・食品：常温保存で未開封、賞味期限の記載
　　　　　　　　　があり2カ月以上のもの
　　　　　・日用品：トイレットペーパーなど

お米などのご寄附にご協力ください！

申込・問合せ先　 フードドライブ担当　☎２３－３７８１

6社協だより いずも  ９月・10月号 vol.154

名　　　称 送金額 （９月30日現在） 受付期間

令和６年能登半島地震災害義援金
※現在の配分先：石川県、富山県、新潟県、福井県

これまでの送金額	 5,968,245円 令和６年12月27日まで

令和６年７月25日からの大雨災害義援金
※現在の配分先：秋田県、山形県

これまでの送金額	 1,991円 令和６年12月27日まで

令和６年９月能登半島大雨災害義援金
※現在の配分先：石川県

これまでの送金額	 0円 令和７年３月31日まで

バングラデシュ南部避難民救援金 これまでの送金額	 11,000円 令和７年３月31日まで
ウ ク ラ イ ナ 人 道 危 機 救 援 金 これまでの送金額	 2,530,043円 令和７年３月31日まで
ア フ ガ ニ ス タ ン 人 道 危 機 救 援 金 これまでの送金額	 10,000円 令和７年３月31日まで
イスラエル・ガザ人道危機救援金 これまでの送金額	 19,382円 令和７年３月31日まで

問合せ先／日本赤十字社島根県支部出雲市地区（事務局 出雲市社会福祉協議会本所・各支所）
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令和６年７月１１日 ～ 令和６年９月１０日受付分（敬称略）ご寄附

ありがとうございます ＊出雲市社会福祉協議会ではご寄附いただいた方のご意志を尊重し、氏名等を掲載して

います。なお、金額は掲載しませんのでご了承ください。

＜出雲＞
船津町　永瀬　直之

＜団体＞
曹洞宗第七教区寺族会
出西地区寿昌クラブ連合会

＜佐田＞
須　佐　竹下　忠幸

（　）内は故人
＜出雲＞
今市町　佐々木　健司（八重子）
今市町　桑原　雅次（美雪）
今市町北本町　米山　祐司（宗春）
大津町　森脇　茂夫（梶子）
大津朝倉　宇田川　誠（貴子）
上塩冶町　伊藤		範彦（梅木	天津子）
上塩冶町　塩野　修一（廣子）
塩冶町　片寄　茂憲（佳美）
天神町　勝部　節夫（榮子）
古志町　園山　恭子（尚久）
古志町　勝部　敏明（ハナ）
古志町　酒井　茂行（康夫）
白枝町　岸　勝範（達雄）
渡橋町　朝山　一玄（晴子）
平野町　落合　治行（修）
中野町　佐野　久美雄（久子）
武志町　成相　昇（出川　武範）
東林木町　佐藤　智範（泰蔵）
知井宮町　宇京　友子（洋志）

荒茅町　大野　啓司（治美）

＜平田＞
平田町　持田　恵子（正子）
平田町　石原　豊（壮一）
平田町　細木　正明（シゲ子）
平田町　中島　淳一（勝雄）
平田町　加納　和明（千恵子）
平田町　山﨑　誠（靖代）
平田町　曽田　真司（美代子）
平田町　安食　康正（キミコ）
平田町　田中　トシエ（昭男）
灘分町　田中　由美（俊幸）
灘分町　今岡　豊（マサ子）
灘分町　久家　多美江（崇）
灘分町　天野　哲哉（仁美）
美談町　三代　尚晃（俊久）
島村町　三代　敏恵（田中　健）
西代町　永瀬　康治（幸江）
国富町　桑原　伸美（梅野）
口宇賀町　安食　美喜子（綜造）
万田町　西尾　正博（幸代）
奥宇賀町　高橋　一利（重利）
奥宇賀町　渡部　康夫（秋子）
東郷町　西尾　徹（幸子）
東郷町　梶谷　茂樹（都）
東郷町　松永　健（久義）
東福町　常松　律子（茂）
東福町　江角　ノリ子（一夫）
東福町　多久和　紀子（晋）
東福町　釜屋　静子（宜江）
東福町　福田　淳（貞次）
上岡田町　三島　静子（道則）
岡田町　長岡　悦子（文雄）
園　町　坂本　倫光（節子）
鹿園寺町　吾郷　悦子（梅子）
小境町　梶谷　麻里（修二）

小境町　堀内　シズコ（常善）
小津町　川瀬　宏美（政雄）
小津町　三原　真吾（輝美）
十六島町　山根　尚光（雅子）
十六島町　錦織　俊介（三四子）
釜浦町　岡　茂（キクエ）
小伊津町　今岡　博美（坂本　糸代）
小伊津町　坂本　清一（幸三）
小伊津町　山岡　雄二（伊喜雄）
小伊津町　盛﨑　利穂菜（光基）
坂浦町　南場　俊輝（幸男）
美野町　竹内　憲司（静恵）

＜佐田＞
反　辺　板垣　真利子（貞治）
反　辺　今岡　浩充（辰郎）
反　辺　安食　公子（恵美子）
一窪田　小林　浩二（松義）
八幡原　杉森　サツ子（筭夫）
八幡原　岩﨑　薫（トキワ）

＜多伎＞
奥田儀　和田　博（美津江）
小　田　山本　誠（良治）
小　田　亀滝　豊子（杉谷　信子）
小　田　安井　敬也（義敬）

＜湖陵＞
畑　村　春日　典子（唯志）
板　津　石飛　千恵美（榮）
板　津　今若　清（鳥屋尾	リスエ）
差　海　原　美惠子（トミコ）

＜大社＞
菱　根　	森山　浩（浩二）
入　南　	馬庭　順子（真治）
北荒木　	妹尾　久（美代子）

北荒木　	田中　誠司（郁子）
修理免　	小川　文夫（隆得）
杵築南　	扇子　勇次（キクエ）
杵築西　	堀江　裕次（鶴子）
杵築北　	佐野　耕（不二枝）
日御碕　	齋藤　彰（美知子）
宇　龍　	福間　文雄（年子）
宇　龍　	池内　美貴子（飯塚	サカエ）

＜斐川＞
学　頭　飯塚　律子（武）
荘　原　小村　光寛（文）
三　絡　黒田　泰治（愛子）
上庄原　岡田　修（一男）
上庄原　伊藤　薫（勝代）
阿　宮　三加茂　邦忠（忠義）
出　西　矢野　君子（一夫）
出　西　黒田　正市（すみ子）
求　院　矢野　崇（昭三）
富　村　岡　輝明（陽子）
富　村　手銭　守夫（治枝）
名　島　原　清（利江）
名　島　石川　和子（喜代子）
上直江　門脇　葉子（浩己）
福　富　兒玉　茂（喜代子）
中　洲　尾原　真澄（清司）
黒　目　錦織　史治（守）
坂　田　佐藤　博（英子）

１３件

＜出雲＞
大津朝倉　井上　八重

一 般 寄 付

見 舞 い 返 し

匿 名

ご 寄 贈

香典・玉串料・お花料返し

皆さまからのご寄附は、市内で福祉活動を行う団体及び

各地区社会福祉協議会への助成などに使わせていただいております。

●出雲市社会福祉協議会に対する寄附は、住民税と所得税の控除対象になります。また、寄附者が法人の場合には、損金
算入の制度が利用できます。
【例】出雲市にお住まいの方が本会へ50,000円の寄附をされた場合
　　　※税額控除を選択した場合
〔１〕所得税　（	50,000円−2,000円	）×40％ =	19,200円
〔２〕住民税　（	50,000円−2,000円	）×10％ =	 4,800円
〔１〕＋〔２〕＝24,000円	……	税額控除額となります。
　※一例であり、個々のケースにより控除額は変わります。詳しくは税務署等へお問い合わせください。
●「地区の社会福祉協議会へ寄附をしたが、市の社協だよりに掲載されていない」とのお問い合わせにつきまして、本会と
各地区の社会福祉協議会は地域福祉の推進におけるパートナーであり連携して事業を行っておりますが、別の団体である
ことから、各地区社会福祉協議会に対する寄附はこの紙面に掲載しておりません。ご了承ください。



問合せ先 ： 出雲市共同募金委員会 （事務局 ： 出雲市社会福祉協議会総務課） ☎23−3781　FAX 20−7733

 

　　　高齢者あんしん支援センター

出雲市社会福祉協議会連絡先

9月1日の防災の日に、本会と出雲市、出雲
市総合ボランティアセンター運営委員会とと
もに災害ボランティアセンターの設置訓練を
行いました。初の試みとして、受付に二次元
バーコードを導入しました。迅速な対応がで
きるよう３者で連携してまいります。

今年も１０月１日より赤い羽根共同募金運動が始まりました。

共同募金は地域ごとの使いみちや集める額を事前に定めて

募金活動を行う「計画募金」です。

募金の約７割は出雲市内の福祉

活動のために使われます。

ありがとうメッセージ

県外から移住して頼れる人もいなく、子どもの熱で休むと給料も少なく、 物価高に、 夏休み、 ８月
は児童扶養手当、 児童手当も入らないので、 とてもありがたいです。 子ども達も、 お菓子のつかみ
取りをして楽しい思い出ができました。 スタッフの方も皆さん笑顔で親切にしていただきありがとうござ
います。 元気までいただけました！

災害ボランティアセンター設置訓練

能登半島地震の被災地を支援
するため、９月１１日から１７日
まで本会から職員１名を派遣
しました。現地では、輪島市
災害ボランティアセンターの
業務支援に従事しました。

輪島市災害ボランティアセンターへ職員派遣

出雲を良くする募金 赤い羽根共同募金

い
ず
り
ん

レ
ポ
ー
ト

お米のフードドライブお礼とご報告

支援内容

○災害ボランティアセンターの
　運営
○被災された方のニーズ調査
　　　　　　　　　　　　など

詳しくはＨＰへ！

８月１日（木）～３日（土）にお米のフードドライブを実施し、３８５世帯、

１,２１８人へお米などをお渡ししました。また、子ども服の持ち帰りや

お菓子のつかみ取り、野菜コーナーなどを設け、子どもから

大人までたくさんの方に喜んでいただくことができました。

市民や企業、団体など多くの皆さまに多大なご協力をいただ

きました。ありがとうございました！

令和６年度 目標額 ３５,３０７,０００円
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　 （
令
和
５
年
度
実
施
）

出雲市のために

県内の福祉施設の整備などに

使われます。

島根県のために

災害時には被災地の支援のため

に使われます。

被災地のために 詳しい
使いみちは

こちら

今年もみなさまのご協力をよろしくお願いいたします。
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